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2
月
17
日
、
投
票
さ
れ
た
京
都
市
長
選
挙
は
、
自
民
党
、
公
明
党
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
た
前
京
都
市
教
育
長
門
川
大
作
氏
が
、
共
産
党
が
推
薦
す
る
弁
護
士
中
村

和
雄
氏
を
僅
か
九
五
一
票
差
で
振
り
切
り
、
辛
う
じ
て
初
当
選
を
果
た
し
た
。
今
回
の

市
長
選
挙
は
、
国
会
で
、
ガ
ソ
リ
ン
税
を
め
ぐ
り
激
し
く
対
立
し
て
い
る
与
党
、
野
党

が
相
乗
り
で
門
川
氏
を
応
援
し
、
市
民
に
今
一
つ
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も

期
間
中
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
、
終
始
盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
低
い
投
票
率
に
終

わ
っ
た
。
開
票
を
見
守
る
選
挙
事
務
所
は
、
思
う
よ
う
に
票
が
出
ず
、
重
苦
し
い
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。
11
時
過
ぎ
に
な
っ
て
や
っ
と
当
確
が
出
て
、
詰
め
掛
け
て
い
た
支

援
者
か
ら
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
事
務
所
に
顔
を
見
せ
た
門
川
氏
は
「
市
民
の

皆
様
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
努
力
し
た
い
」

門川氏、僅少差で共産候補を破る
与野党相乗りに多くの批判票

門川氏、僅少差で共産候補を破る
与野党相乗りに多くの批判票

依
然
根
強
い
共
産
党
の
勢
力

え
て
冷
し
か
り
け
り
」
も
、
現
実
の
自
然
現
象

と
合
わ
な
く
な
っ
て
、
も
は
や
、
遠
く
昔
の
よ

う
に
思
わ
れ
て
き
た
。
★
三
重
県
の
北
勢
地
方

で
も
、
12
月
に
入
る
と
、
か
な
り
の
雪
が
降
っ

た
。
海
抜
９
０
０
ｍ
位
の
郡
内
の
山
で
も
東
海

地
方
の
ス
キ
ー
大
会
が
出
来
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

正
月
、
戸
外
は
し
ん
し
ん
と
雪
が
降
っ
て
い

る
。
家
の
中
で
、
友
達
と
ト
ラ
ン
プ
で
明
け
方

ま
で
遊
び
、
早
朝
、
外
に
出
る
と
、
雪
で
辺
り

一
面
銀
世
界
。
雪
の
な
い
冬
な
ど
想
像
も
し
て

い
な
か
っ
た
。
★
雪
の
な
い
冬
は
い
つ
頃
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
。
先
ご
ろ
、
無
性
に
雪
が
見
た

く
な
っ
た
。
少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
川
端

康
成
の
名
作
「
雪
国
」
の
一
節
に
あ
る
「
国
境

の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
」

で
有
名
な
、
豪
雪
地
帯
と
い
わ
れ
る
越
後
湯
沢

ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。
昨
年
も
、
越
後
湯
沢
、

十
日
町
ま
で
出
か
け
た
が
、
雪
が
少
な
く
、
雪

ま
つ
り
も
今
ひ
と
つ
貧
弱
で
あ
っ
た
。
今
年
は

雪
が
多
か
っ
た
。
や
っ
と
冬
に
め
ぐ
り
合
っ
た

感
じ
が
し
た
。
★
近
い
将
来
、
そ
の
地
域
に
も

雪
が
降
ら
な
く
な
っ
た
ら
と
思
う
と
心
配
だ
。

2
月
上
旬
、
京
都
市
内
で
珍
し
く
た
く
さ
ん

の
雪
が
積
っ
た
。
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
あ
っ

た
。
あ
ま
り
降
る
と
雪
に
弱
い
都
市
で
は
、
機

能
が
マ
ヒ
し
、
交
通
事
故
が
心
配
で
あ
る
が
、

や
は
り
、
気
候
は
循
環
す
る
ほ
う
が
い
い
。

恒 心

★
地
球
温
暖
化
の
せ
い
か
、
季

節
感
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
き

た
。
日
本
の
美
し
い
四
季
を
詠
ん

だ
道
元
禅
師
の
「
春
は
花
、
夏

ほ
と
と
ぎ
す
、
秋
は
月
、
冬
雪
さ
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と
語
っ
た
。

今
回
の
選
挙
で

は
、
京
都
に
お

け
る
共
産
党

が
、
依
然
と
し

て
根
強
い
こ
と

を
改
め
て
見
せ

付
け
ら
れ
た
。

な
お
、
同
じ
日

に
投
票
の
あ
っ

た
八
幡
市
長
選

挙
で
は
、
自

民
・
公
明
推
薦

の
明
田
功
氏

（
前
府
会
議
員
）

が
接
戦
の
末
、

民
主
、
共
産
の

2
人
の
推
薦
候

補
を
破
り
、
初

陣
を
飾
っ
た
。
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平
成
19
年
度

「
姉
妹
自
治
体
交
流
」
表
彰
式

定
住
自
立
圏
構
想
研
究
会
を
開
く

地
方
か
ら
の
人
口
流
出
を
防
げ
る
か
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第
12
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
表
彰
式

全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会

増
田
大
臣
の
祝
辞
を
代
読

消
防
庁
、
消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
、
住
宅
防

火
対
策
推
進
協
議
会
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

以
後
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
全
国
各
地
で
防
火
・
防
災
の
た
め
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
を
表
彰
し
て
お
り
、
今

年
で
12
回
目
に
な
る
。
平
成
19
年
度
、
自
薦
、
他

薦
で
応
募
し
た
団
体
は
142
団
体
で
、
そ
の
う
ち
16

団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。
今
年
の
特
徴
は
①
地
方
か

ら
の
多
く
の
団
体
、
②
被
災
地
兵
庫
県
か
ら
3
団

体
、
③
消
防
団
が
2
団
体
、
④
大
学
な
ど
の
教
育

研
究
機
関
が
表
彰
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
総
務

大
臣
大
賞
を
受
け
た
神
戸
市
の
「
大だ

い
日に

ち

通ど
う
り

周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
の
代
表
城
戸
秀

則
氏
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
神
戸
に

住
む
外
国
人
の
た
め
に
災
害
時
に
必
要
な
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
中
と
話
し
て
い

た
。
表
彰
を
受
け
た
団
体
は
い
ず
れ
も
レ
ベ
ル
が

高
く
、
安
全
・
安
心
を
願
う
地
域
住
民
の
篤
い
信

頼
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

都
市
と
地
方
の
格
差
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
工
場
の
海
外
へ
の
移
転
、
若
い
人
々
の
流

出
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
地
方
の
活
力
は
急
激

に
衰
え
て
い
る
。
し
か
も
近
い
将
来
、
行
政
の
手

助
け
が
な
け
れ
ば
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
集
落
を

抱
え
て
い
る
多
く
の
地
方
都
市
が
あ
る
。
今
こ
そ
、

地
方
再
生
に
取
り
組
む
べ
き
時
で
あ
る
。
国
会
で

も
、
第
169
回
通
常
国
会
に
お
け
る
総
理
大
臣
施
政

方
針
演
説
で
、
福
田
首
相
は
地
方
の
元
気
は
、
日

本
の
活
力
の
源
で
あ
る
と
強
調
し
、
地
方
の
元
気

再
生
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
地
方
都
市
と
周
辺
地
域
を
含
む
圏

域
ご
と
に
生
活
に
必
要
な
機
能
を
確
保
し
、
人
口

の
流
出
を
食
い
止
め
る
方
策
を
進
め
る
こ
と
を
約

束
し
た
。
福
田
首
相
の
方
針
を
受
け
、
増
田
総
務

大
臣
は
諮
問
機
関
と
し
て
、「
定
住
自
立
圏
構
想

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
都
市
と
地
方
が
共
に

2
月
7
日
、
全
国
か
ら
市
議
会
議
長
約
200
人

が
参
加
し
て
、
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
増
田
総
務
大
臣
が

出
席
し
て
祝
辞
を
述
べ
る
べ
き
重
要
な
会
合
で
あ

る
が
、
衆
議
院
で
予
算
委
員
会
が
開
催
中
の
た
め

に
席
を
外
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
か
っ
て
議

長
会
会
長
を
務
め
、
現
在
は
議
長
会
顧
問
で
も
あ

る
総
務
大
臣
政
務
官
の
二
ノ
湯
参
議
員
が
代
理
と

し
て
出
席
、
大
臣
の
祝
辞
を
代
読
し
た
。

財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
は
昭
和
63
年
に

設
立
さ
れ
て
以
来
、
地
方
自
治
体
の
姉
妹
提
携
・

姉
妹
交
流
を
積
極
的
に
促
進
し
て
き
た
。
姉
妹
都

市
交
流
は
提
携
当
初
、
積
極
的
に
色
々
な
行
事
が

行
わ
れ
る
が
、
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
交
流
も
マ

ン
ネ
リ
に
な
り
、
市
民
相
互
の
往
来
が
少
な
く
な

る
点
が
問
題
で
あ
る
。
協
会
で
は
、
創
意
と
工
夫

に
富
ん
だ
姉
妹
交
流
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
を
表

彰
す
る
た
め
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
総
務
大
臣
賞

を
創
設
し
た
。
19
年
度
は
、
推
薦
の
あ
っ
た
25
自

治
体
か
ら
、
最
終
的
に
次
の
3
自
治
体
が
選
ば
れ

た
。
ロ
シ
ア
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
と
特
別
天
然

記
念
物
で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
増
殖
、
野
性

復
帰
の
共
同
調
査
研
究
と
い
う
特
色
あ
る
交
流
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
兵
庫
県
。
一
粒
の
麦
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
「
人
」、「
文
化
」、「
経
済
」

の
3
つ
の
柱
を
軸
に
、
イ
タ
リ
ア
の
チ
ェ
ル
タ
ル

ド
市
と
多
面
的
に
交
流
を
展
開
し
て
き
た
甘か

ん
楽ら

町ち
ょ
う（
群
馬
県
）。
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
兵

の
俘
虜
収
容
所
が
鳴
門
市
に
置
か
れ
、
そ
の
俘
虜

た
ち
に
よ
る
日
本
初
の
「
第
九
」
の
演
奏
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
俘
虜
と
住
民
と
の
交

流
を
き
っ
か
け
に
、
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク

市
と
姉
妹
提
携
を
締
結
し
た
鳴
門
市（
徳
島
県
）で

あ
る
。
二
ノ
湯
政
務
官
は
、
各
自
治
体
に
表
彰
状

を
授
与
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
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支
え
合
う
「
共

生
」
の
考
え
方
を

具
体
化
し
、
地
方

か
ら
若
者
の
人
口

流
出
を
食
い
止
め

る
方
策
を
目
指

し
、
日
常
生
活
に

必
要
な
機
能
を
備

え
る
圏
域
の
あ
り

方
、
そ
の
実
現
方

法
を
検
討
す
る
。

5
月
中
頃
ま
で
に

意
見
を
取
り
ま
と

め
総
務
大
臣
に
提

出
す
る
予
定
で
あ

る
。
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国
会
開
会
中
の
合
間
を
縫
っ
て
応
援

京
都
・
八
幡
市
長
選
挙

八幡市長候補明田功選挙事務所出陣式

源
氏
物
語
千
年
紀
、

記
念
硬
貨
を
発
行

額
面
千
円
の
銀
貨
幣
、
10
月
発
売

門川大作個人演説会（深草小学校）

昨
年
11
月
、
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
60
周

年
を
迎
え
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
総
務
省
で
は

今
後
10
年
間
を
か
け
て
、
額
面
千
円
の
記
念
硬
貨

を
47
都
道
府
県
ご
と
の
図
柄
に
よ
り
順
次
発
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年
度
は
12
道
府
県
か
ら
発

行
の
希
望
が
あ
っ
た
。
1
月
16
日
に
開
か
れ
た
全

国
知
事
会
、
財
務
省
、
有
識
者
を
交
え
た
「
記
念

貨
幣
の
発
行
に
関
す
る
会
合
」
で
検
討
し
た
結
果
、

歴
史
的
、
文
化
的
、
国
際
的
に
意
義
の
あ
る
行
事

と
関
連
す
る
、
誰
が
見
て
も
納
得
で
き
る
3
つ
の

道
府
県
に
決
定
し
た
。
7
月
に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

が
開
か
れ
る
北
海
道
、
昨
年
7
月
に
石
見
銀
山
遺

跡
が
世
界
文
化
遺
跡
に
登
録
さ
れ
た
島
根
県
、
そ

し
て
源
氏
物
語
が
記
録
の
上
で
確
認
さ
れ
て
か
ら

千
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
様
々
な
記
念
行

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
京
都
府
が
選
ば
れ
た
。
北

海
道
の
記
念
硬
貨（
銀
貨
）は
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に

合
わ
せ
て
最
初
に
発
行
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

貨
幣
の
図
柄
に
つ
い
て
は
、
表
面
は
、
都
道
府
県

毎
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
が
、
裏
面
は
、
全
都
道
府

県
共
通
の
仕
様
と
な
る
。
北
海
道
を
優
先
的
に
決

め
、
そ
の
後
は
「
記
念
貨
幣
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
関

す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
が
、
地
元

の
意
見
も
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
京
都
府
の
場
合
、
10
月
下
旬
に
発
売
す

る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
と
併
せ
、
9
月
22
日
㈪
に

郵
政
事
業
㈱
か
ら
記
念
切
手
も
発
行
さ
れ
る
。

今
年
の
冬
は
非
常
に
寒
い
日
が
続
い
た
。
そ
の

最
中
、
京
都
で
は
2
つ
の
市
長
選
挙
が
行
わ
れ

た
。
2
月
3
日
告
示
の
京
都
市
、
1
週
間
遅
れ
て

始
ま
っ
た
八
幡
市
。
ど
ち
ら
の
市
も
、
現
職
の
引

退
に
伴
い
新
人
同
士
の
激
し
い
争
い
。
厳
し
い
気

象
条
件
の
下
、
候
補
者
に
は
実
に
過
酷
な
選
挙
運

動
で
あ
っ
た
。
自
民
党
は
京
都
市
で
は
門
川
大
作

氏（
前
京
都
市
教
育
長
）、
八
幡
市
は
明
田
功
氏

（
前
府
会
議
員
）を
推
薦
候
補
に
決
定
し
た
。
国
会

開
会
中
の
た
め
、
国
会
議
員
は
、
再
三
応
援
に
入

る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
が
、
自
民
党
京
都
府
連

副
会
長
の
二
ノ
湯
参
議
員
は
京
都
市
長
選
で
は
10

会
場
、
八
幡
市
長
選
で
は
3
会
場
の
演
説
会
に
顔

を
出
し
、
両
候
補
の
支
援
を
訴
え
た
。

れ
る
先
生
と
市
民
、
府
民
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
先
生
は
、
京
都
市
会
議
員
か
ら
参
議
院
議

員
と
な
ら
れ
、
御
活
躍
の
場
も
京
都
か
ら
国
政
の

大
舞
台
へ
転
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
常
に
庶
民
の
立

場
、
府
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
ふ
る
さ
と
京
都
の

輝
か
し
い
明
日
を
願
っ
て
や
ま
な
い
二
ノ
湯
先
生

の
熱
い
思
い
は
変
わ
る
こ
と
な
く
紙
面
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
総
務
大
臣
政
務
官
と
い
う
枢

要
な
地
位
に
あ
っ
て
、
地
方
の
た
め
に
御
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
二
ノ
湯
先
生
の
ま
す
ま
す
の
御
活

躍
と
、
記
念
す
べ
き
200
号
を
通
過
点
と
し
て
「
え

と
す
」
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
、
末
永
く
積
み

重
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

「
え
と
す
」
発
刊
200
号
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
成
元
年
6
月
の
創
刊
以
来
、
市
政

や
府
政
を
は
じ
め
、
国
内
外
の
様
々
な
課
題
に
対

し
二
ノ
湯
先
生
の
高
い
見
識
と
豊
富
な
経
験
を
踏

ま
え
た
貴
重
な
御
意
見
を
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
こ

の
月
刊
紙
は
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
お
ら

初
め
て
二
ノ
湯
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、

自
民
党
機
関
誌
に
前
尾
繁
三
郎
先
生
の
こ
と
に

つ
い
て
書
い
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
、
お
願
い
に

あ
が
っ
た
と
き
で
す
。
先
生
は
若
い
頃
、
前
尾
先

生
の
秘
書
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
快
諾
し
て

く
だ
さ
り
、
当
時
の
思
い
出
ば
な
し
を
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、「
今
言
わ
れ
た
こ
と
を
文
章
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
…
」
と
申
し
上
げ
て
辞
去
し
か
け
る

と
、「
私
も
こ
ん
な
も
の
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
、
そ
の
と
き
に
い
た
だ
い
た
の
が
本
号
で
200
号

を
数
え
る
、
こ
の
『
え
と
す
』
で

し
た
。
政
務
多
忙
の
中
、
毎
月
発

行
し
つ
づ
け
る
こ
と
は
大
変
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま
す
し
、
そ
の

ご
苦
労
の
程
は
い
た
い
ほ
ど
分
か

自
由
民
主
党
審
議
役　

内
藤
丈
二

京
都
府
知
事　
　

山
田
啓
二

り
ま
す
。
コ
ラ
ム
「
恒
心
」
や
「
身
辺
雑
記
」
の

欄
に
先
生
の
日
ご
ろ
の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い

て
、
共
感
を
覚
え
る
読
者
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
決
し
て
気
取
ら
な

い
先
生
の
き
わ
め
て
平
易
な
文
章
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
品
格
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
漂
う
情
感
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
ひ
と
り
の
議
員
が
読
者
の
協
力

を
得
て
平
成
元
年
6
月
か
ら
発
刊
を
重
ね
て
き
た

こ
と
は
文
字
ど
お
り
壮
挙
で
す
。
政
治
史
の
立
場

か
ら
み
て
も
、
本
誌
が
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
と

な
り
、
の
ち
の
歴
史
は
必
ず
高
い
評
価
を
く
だ
す

も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
雑
誌
は
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
縁え

に
しな
し
に
は
創
り
え
ま
せ
ん
。
二
ノ
湯
先
生

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
と
も
に
、
文
化
と
歴
史

に
育
ま
れ
た
京
都
の
地
で
、
人
々
と
の
縁
を
つ
な

ぐ
、
こ
こ
ろ
の
通
い
あ
っ
た
月
刊
誌
と
し
て
、
更

な
る
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「えとす」発刊２００号を祝して「えとす」発刊２００号を祝して
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

三
重
県
人
会
結
成
の
呼
び
か
け

・日　　時：3月2日㈰　（小雨決行）
・集合時刻：午前9時（時間厳守）
・集合場所：上新電機前

（西大路四条西入ル・阪急西院駅西100m北側）
・コ ー ス：上新電機前→春日神社→葛野大路

御池→地下鉄太秦天神川駅・新右京区
役所総合庁舎（工事中）→蛇塚古墳→京
都嵯峨芸術大学→嵐山渡月橋解散

⃝ �2月の歩こう会は、市長選挙に伴う「えとす」発行日
の変更、および、寒さ厳しい時節柄上記の通り3月
第1週の2日㈰に変更させて頂きます。新しく開発の
すすむ太秦天神川駅付近・巨大な石室がある蛇塚
古墳を歩きます。

　�尚、3月の歩こう会は，桜の時季にあわせ4月6日㈰に
予定しています。

（当日）☎090-1956-7460

第178回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第177回
みんなで歩こう湯歩会（参加者68名）

平安神宮にて

一
、
報
道
関
係
者
に
は
非
常
に
密
度
の
高
い
情
報

が
入
る
た
め
に
、
絶
対
に
そ
れ
を
悪
用
し
て
は
な

ら
な
い
高
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
な
の

に
株
で
ボ
ロ
儲
け
す
る
と
は
、
情
け
な
い
こ
と

だ
。
こ
れ
で
は
、
国
民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
不
信
は
益
々
増

す
ば
か
り
だ
。

一
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
支
店
長
は
果
た
し
て
管
理

職
な
の
か
、裁
判
所
は
店
長
は
管
理
職
で
は
な
く
、

残
業
代
を
払
う
べ
き
と
の
判
決
を
下
し
た
。
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
私
の
秘
書
も
か
っ
て
大
手
の
コ

ン
ビ
ニ
で
、
僅
か
の
管
理
職
手
当
を
貰
い
働
い
て

い
た
。
話
を
聞
く
と
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
過
酷
な
超

過
勤
務
で
、
な
か
な
か
休
暇
も
取
れ
ず
家
庭
を
省

み
る
時
間
も
な
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

一
、
中
国
「
天
洋
食
品
」
で
製
造
、
輸
入
さ
れ
た

冷
凍
餃
子
を
食
べ
、
食
中
毒
症
状
に
な
っ
た
人
が

全
国
各
地
で
出
て
い
る
。
改
め
て
、
い
か
に
中
国

か
ら
多
く
の
食
品
が
入
っ
て
い
る
か
を
知
っ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
買
え
ば
中
国
産
と
解
る

が
、
業
務
用
の
場
合
、
国
産
か
輸
入
品
か
判
ら
ず

に
食
べ
て
い
る
。
こ
の
際
、
中
国
か
ら
の
輸
入
食

品
の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
大
相
撲
の
前
時
津
風
親
方
が
傷
害
致
死
の
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
関
取
衆
は
気
は
優
し
く
て
力

持
ち
、
礼
に
正
し
く
、
他
を
思
い
や
る
気
持
ち
が

人
一
倍
強
い
と
思
っ
て
い
た
。
報
道
で
知
る
限

り
、
ま
る
で
い
じ
め
と
し
ご
き
、
そ
し
て
暴
力
、

国
技
で
あ
る
相
撲
道
も
あ
っ
た
も
の
で
な
い
。

一
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
を
選
ぶ
民
主
、
共
和
両
党

の
予
備
選
挙
が
始
ま
っ
た
。民
主
党
の
ヒ
ラ
リ
ー
、

オ
バ
マ
両
氏
の
激
し
い
戦
い
は
実
に
興
味
深
い
。

ヒ
ラ
リ
ー
氏
が
勝
て
ば
初
の
女
性
大
統
領
、
し
か

も
夫
妻
で
初
の
大
統
領
、
オ
バ
マ
氏
は
初
の
黒
人

大
統
領
。
い
ず
れ
が
勝
っ
て
も
史
上
初
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
京
都
に
住
ん
で
い
る
人
達

が
、
県
人
会
を
結
成
し
て
、
お
互
い
親
睦
を
深
め

て
い
る
。
京
都
に
は
37
の
県
人
会
が
あ
る
。
県
人

会
が
威
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
毎
年
1
月
の
都
道

府
県
対
抗
女
子
駅
伝
の
時
で
あ
る
。
各
県
人
会
が

の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
ふ
る
さ
と
の
チ
ー
ム
を
応
援

す
る
。
と
こ
ろ
が
今
年
、
野
口
み
ず
き
選
手
が
三

重
県
の
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
京
都
に
は
三
重
県
人
会
が
な
く
、
野
口

選
手
の
地
元
で
あ
る
伊
勢
市
出
身
の
有
志
で
、
昨

年
末
、
に
わ
か
三
重
県
人
会
を
結
成
、
チ
ー
ム
を

応
援
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
正
式
な
県
人
会
を
作

ろ
う
と
い
う
気
分
が
盛
り
上
が
り
、
2
月
9
日
に

第
2
回
目
の
会
合
を
持
っ
た
。
設
立
準
備
委
員
会

で
は
三
重
県
出
身
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
二
ノ
湯
事
務
所
ま
で

☎（
３
１
５
）２
２
２
８

活
を
よ
り
一
層
豊
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
本
の

題
名
は
「
い
ぶ
き
亭
・
四
季
の
食
卓
」、
講
談

社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

京
都
の
旧
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
伊
吹
文
明
代

議
士
が
、
自
ら
献
立
を
考
え
、
腕
を
振
る
っ
て

作
っ
た
数
々
の
料
理
を
ま
と
め
た
本
を
出
版
し

た
。
金
を
か
け
、
贅
沢
な
材
料
を
使
っ
て
の
料

理
で
は
な
く
、
あ
り
あ
わ
せ
の
食
材
を
利
用
、

ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て
簡
単
に
出
来
る
手
料
理
の

数
々
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
正
直
言
っ
て
、

伊
吹
代
議
士
に
こ
ん
な
特
技
が
あ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。
是
非
一
読
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
食
生

伊
吹
代
議
士
、
料
理
の
本
を
出
版

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com


